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腎細胞がんの凍結療法

特徴

– 保険適応（4㎝以下）
– 大分大学病院（2022年5月～）

– アルゴンガスを使い針の先端を急速冷凍

– 体表の傷が小さい

– 痛みが少ない

– 腎機能を温存できる

– 局所麻酔で行う

– CTガイド下で行う

– 施行時間：2～3時間

– 入院日数が短期間（7日＋α程度）

よい適応
– 高齢

– 単腎

– 腎門部・埋没型

– 腎機能低下

– 多発症例（von Hippel Lindau病）

– 合併症がある方（心疾患、肺機能低下）



治療前 1ヶ月後 1年後

氷ができる様子

実際の症例
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